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1　はじめに
　岡山大学附属図書館のパンフレットr岡山大学附属図書館概要』には農林
業センサスの原資料に関わる記載がある。例えば，1993年度には，整備・充
実計画を示す年表があり，区分・図書館機能の保存という項目に，「農業セ
ンサス調査票等保管対策（49）」，規程・その他の項に，「農業センサス調査票
等内規（49）」がある。1974（昭和49）年に農林業センサス原資料の保管対策
が行なわれ，利用規定が制定されたことを示す。それはこの農林業センサス
の原資料の所蔵を前提にしたものである。
　農林業センサス調査とは，農業生産を担う農家および農家以外の農業事業
体の総てを対象として，個々の客体（農家および農家以外の農業事業体）に
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ついて調査票を用いて，農業生産についての多項目にわたる調査であり，農
業生産の構造を明らかにする農業についての最も重要な，そして，基礎的な
調査である。わが国では，1938（昭和13）年の農家一斉調査などセンサス方
式で行なわれ，また，戦後，農家人口調査（1946年），臨時農業センサス
（1947年，このとき初めてセンサスという言葉が用いられた），農地調査
（1949年）がセンサス方式で行なわれたが，1950（昭和25）年に至って
FAO（国連食糧農業機関）が世界的規模で提唱した1950年世界農業センサス
に参加し，ここにわが国農業センサスの基礎は固まった。すなわち1950年前
降10年ごとの世界農業センサスに参加して世界農林業センサスを実施し
（1960年からわが国独自で，同時に林業センサスを実施している），その中間
にあたる5年めごとにわが国独自で農業センサスを実施している。1990年2
月1日に実施した1990年センサスは，戦後9回めの農業センサスであり，4
回めの林業センサスである。なお，1955年から農業集落調査を農業センサス．
の一環として実施している。（r農業センサス累年統計書』1992年農林水産省統計情
報部　2ページ）
　このように，農業センサスは全農家に対する悉皆の調査であるが，それは
農林水産省→都道府県→市町村→指導員→調査員の系統で実施され，農家調
査票にもとつく面接調査である。この農家調査票を調査区（集落）別に集計
していったものを市町村単位で集計されたものが都道府県ごとに「農林業セ
ンサス府県統計書」として刊行される。それは市町村単位であるが，旧市町
村の内訳があり，ここに旧市町村単位ではあるが小地域ごとの記載をしてい
るところに，いっそうの価値がある統計書である。
　中間集計である集落別統計は刊行されないが，これは集約されてマイクP
フイルム化されている。このマイクロ化された「農業集落カード」により，
農業集落別状況を知ることができるが，原表である「農家調査農業集落別一
覧表」の方がより詳細であることはいうまでもない。さらに個々の農家につ
いての個票である農家調査票が農業集落のなかのさらに特定の地域や階層に
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ついての状況を把握できるものとなる。この農家調査票は現在でも所定の手
続きによって研究資料として利用できるが，さらに今の時代が遠い過去と
なった頃には歴史史料として価値のあるものとなるであろう。
　本学附属図書館には，この農林業センサスの原資料が所蔵されているが，
小論はこの資料が本学に所蔵されるに至った経緯などの，これをめぐる諸点
について記すものである。、
2　1960年・1965年センサスの受入れの経緯
　（1）1960年センサスの受入れの経緯
　農林業センサスの原資料が関係官庁から本学附属図書館にが所蔵されるに
至る経緯を，1960年と1965年についてみよう。その経緯：は，附属図書館の
「農林業センサス関係60・65年」という文書綴の「農業センサス調査票等移
管の経緯」なる文書に整理されている（ファイル「農林業センサス関係60・
65年」に綴込み）。それは，後にみるような関係者による会合に配付されたも
のである。以下，手元にある文書によってみていこう。
　まず，1960年センサスについてである。
　農林省農林経済局統計調査部長より1970年7月4日付文書：で岡山県知事宛
に，！960年世界農林業センサス調査個票等の処理についての通知があった。
内容は，つぎのようなものである。
　　1．農家調査票，農家以外の農業事業体調査票，林業調査票［1コ［1コ［皿］，自計調
　　査票および照査表の処理については貴重資料であるので，保存期限後も焼却するこ
　　　となく都道府県，官公立大学（主として農学部），研究所等完備した施設に保管替え
　　すること。
　　　　このため知事は希望の有無を徴し，申請書を8月末日までに提出されたい。
　　2．都道府県結果表，新旧市町村別結果表，農業集落別一覧表，農業集落および調査区
　　新旧対照表，市町村分割地図の処理については1に準じた扱いとするほか，中国四国
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　　農政局統計調査部への保管替えを認める。
　　3．保管替え後の管理および使用については次の要領による。
　　（1）統計法14条による秘密の保護の確保
　　（2）保管の責任は調査実施者たる農林大臣
　　（3）調査実施者が管理場所および管理責任者を定め，その責任においてこれを管理
　　　させる。
　　（4）統計法第15条2項による統計上の目的以外の使用は，保管責任者といえども，そ
　　　のつど農林大臣を通じ所定の承認を得なければならない。
　これを受けて岡山県は，岡山県企画部長より岡山大学附属図書館長宛に，
1960年世界農林業センサス調査票等の移管について依頼があった（1970年10
月12日）
　内容は，1971年3月31日で保存期間が満了するので，移管希望の有無につ
いて回答願いたい，というもので，資料としては，農家調査票172，ら33枚，林
家調査票3，365枚，林家以外の林業事業体調査票〔1〕9，015枚，同〔E〕
5，08！枚，同〔皿〕79枚，結果表・調査表134冊，であった。
　これに対して岡山大学附属図書館長は岡山県企画部長宛に，1960年世界農
林業センサス調査票等の移管について，社会，政治，経済，地理等の研究資
料として教官から要望があるので前回に引続き移管願えれば，当館に保管，
保存運用するので移管してほしい，と回答した（1970年10月16日付）。
　同時に，附属図書館長は農学部長宛に，1960年世界農林業センサス調査票
等の移管について，1960年版移管希望の有無，本館書庫保管について，学部
保管中の1950年版の保存について，その他の必要事：項について，意向聴取を
行なったが，農学部長より附属図書館長宛に，1960年世界農林業センサス調
査票等の移管について，学部の研究資料として利用できるので移管希望，全
学的利用の点から本館書庫保存が望ましい，1950年版も本館保存の方が利用
しやすい，という回答（1970年10月21日付）があった。
　岡山県への回答を受けて岡山県は，岡山県企画部長より岡山大学附属図書
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館長宛に，1960年世界農林業センサス調査票等の保管替えについての通知が
あった（1970年10月28日付）。内容は保管替えの資料と点数で，それは以下の
ごとくである。
農家調査票
農家以外の農業事業体調査票
林家調査票［1］
林家調査票［皿］
林家調査票［皿コ
世帯用照査表
林家以外の林業事業体照査票
農家調査結果表
林家調査結果票［1］
林家調査結果票［H］
林家調査結果票［皿］
農家調査農業集落別一覧表
林業調査旧市町村別一覧表（林家）
林業調査旧市町村別一覧表（林家以外）
農家調査結果表（調査）
果樹特」B［J集言十結果表
主要農産物販売農家表
農家集落および調査区数報告書
農家集落新旧対照表
農家集落および調査区数一覧表
市町村分割地図
????????????????????????
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????????????
?????????
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　これを受けた岡山大学附属図書館は，図書館長より岡山県企画部長宛に，
1960年世界農林業センサス調査票等の受領について，受領書（引受け書）2
部送付し，かつ，保管場所は図書館書庫4階，保管責任者は分任物品管理
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者・事務長とすることを通知した（1970年6月3日付）。
　さらに，中国四国農政局長より岡山大学附属図書館総立に，1960年世界農
林業センサス調査表などについて，保管方についての依頼があった（1970年
10月14日）。内容は，つぎのような農業集落調査に関する分である。
　　　　農業集落調査票　　　　　　　　　　　　　　　　4，904枚
　　　　農業集落結果一覧表　　　　　　　　　　　　　　　114冊
　　　　集落調査市町村別結果表　　　　　　　　　　　　　8冊
　　　　林業地域調査表　　　　　　　　　　　　　　　　382冊
　これに対して，岡山大学附属図書館長から中国四国農政局長へ，受領書2
通送付，保管場所図書館，保管責任老事務長とするという文書を送付した
（1971年ユ1月ユ日）。
　以上のような手順と経過で，1960年センサス原資料は岡山大学附属図書館
に保管替えとなっている。
　（2）1965年センサスの受入れの経緯
　農林省農林経済局統計調査部長より岡山県知事宛に，1965年中間農業セン
サス調査官票等の処理についての通知があった（1971年10月30日付）。内容
は，保存期限が1971年9月30日で満了するので，1960年センサスの処理と同
様の処理をするので，1！月20日までに申請書を提出されたい，というもので
ある。
　これを受けた岡山県は，岡山県企画部長より岡山大学附属図書館長宛に，
1965年世界農林業センサス調査個票等の移管について，1960年センサス同様
保管替え保存したい，受入れ希望の有無を11月20日までに回答願いたい，と
いう照会があった（1971年11月8日付）。
　これを受けた図書館長は農学部長に，1965年中間農業センサス調査官面識
の保管替えについて，研究資料としての利用の有無を照会したが（1971年11
月15日付），これに対して農学部長より附属図書館長宛に，貴重資料なので
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1960年世界農林業センサスに引続き利用させてほしい，という回答があった
（1971年11月16日付）。
　これを受けて，附属図書館長は岡山県企画部長宛に，1965年中間農業セン
サス調査下冷等の保管替えについて，前回同様借受として保管したい旨回答
した（1971年11月27日付）。翌年，岡山県知事は岡山大学長宛に，1965年中間
農業センサス調査個票等の保管替えについて，保管替えするので査収された
い，と通知した（1972年3，月25日付）。これに対して，岡山大学附属図書館長
は岡山県知事に，1965年中間農業センサス調査個票等の受領について，受領
書2通送付，保管場所は図書館，保管責任者は事務長という連絡を行なった
（1972年4月26日付）。
　このようにして，1965年中間センサス調査個品などが保管替えとなってい
る。
3　1970年世界農林業センサスの受入れについて
　（1）受入れをめぐる図書館運営委員会
　以上の経緯：により1960年世界農林業センサス調査票，農業集落調査資料な
どの諸資料，1965年中間農業センサス調査票等の諸資料が岡山大学附属図書
館に保管替えとなり，収蔵されるに至ったのである。
　ところで，1973年7月4日開催の昭和48年度第2回図書館運営委員会にお
いて1970年センサスは受入れの必要はないという決定がなされた，という情
報が入った。このことは学部教官会議における図書館運営委員会報告という
ことで知ったのではなく，当時の参考調査係長が知らせて下さった。
　理由は，この資料と研究上最も関係の深い農学部の委員より，受け入れる
必要はない，という発言があり，それを受けての委員会としての決定である
ということであった。しかし，上述のように，この資料を受け入れるについ
ては，農学部長の研究資料としての重要性にもとつく要望にもとづいている
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のであり，この急変は理解しがたいことであり，また，資料的価値を認識し
ていないと思われる委員による決定は，一研究者として納得できるものでは
なかった。当時私が属していた法文学部の図書館運営委員は2名（ユ名は哲
学・史学・文学の三学科から，1名は法学科・経済学科から）で，ほかに第
二部から1名であった。法学・経済学の二学科選出の森下忠教授にことの次
第を問い合せたところ，前年度の委員会でそみようになってしまっていると
のことであったが，この件について再検討をお願いした。一度委員会で決定
したことを再度協議することは困難であるが，委員会での再検討を図ること
を約束して下さった。
　12月4日に開催される第4回図書館運営委員会の，協議事項の一つに「農
業センサスについて」があげられていることを知った。そこで，要望書を作
成し，経済学科の久留島陽三氏（経済原論，ことに地代論），史学科の定本正
芳氏（地理学，ことに農業地理学）の二方に賛同していただき，委員会前日．
の12月3日に3名共同で図書館運営委員会に，つぎのような要望書を提出し
た。
　　図書館運営委員会において，農業センサス資料の件の検討が行われているとうけた
　　まわっておりますが，これについて左記のことを要望いたします。
　　一　本資料は研究・教育用資料としてきわめて重要なものであり，今後とも受け入
　　　れることがのぞましい。
　　二　利用範囲はきわめて広い範囲にわたるものであり，全学的なものとして受け入
　　　れることがのぞましい。
　　　右の点につき，別紙を御参考のうえ御検討くださるようおねがいいたします。
　　　昭和四十八年十二月三日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法文学部　久留島陽三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法文学部　定本　正芳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法文学部　神立　春樹
　図書館運営委員会御中
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別紙
1　農林業センサスの概要
　　一．昭和二五年FAO（国連食糧農業機関）が世界的規模で提唱した一九五〇年
　　　世界農業センサスに参加，以後十年ごとに行われる。その中間五年ごとにわが
　　　国独自に行う。
　　一．全農家を対象とし，個別農家ごとの個票をつかい，これにより農業生産の構
　　　造を調査していく。
　　　農家個票→市町村での中間集計→府県→全国として整理されていき，最終的
　　　には全国的に集計した結果を印刷・刊行する。
［　現在図書館に入っているもの，今後入るもの．
　　一．前記の中間集計結果・個票は印刷・刊行されない。これは原資料のままであ
　　　るが，次回のセンサス開始するに先立ち．現在は各府県のしかるべき機関に移
　　　管されるようになっている（各府県所在の大学など）。
　　一．岡山県の分は岡山大学に一九六〇年・六五年の分が移管されている。一九七
　　　〇年壮が七五年のセンサスの実施に先立ちやがて移管の対象となる。
皿　資料としての性格など．
　　一．これは農業生産構造を把握するためのものであるが，たんに農業生産構造だ
　　　けではなく，農村の構造・日本社会の基礎構造を把握するうえできわめて重
　　　要な資料である。
　　一．したがって本資料の利用範囲はたんに農学部農業経済学関係にとどまらな
　　　い。経済学，地理学，社会学，法学（法社会学・民法など），政治学などきわめ
　　　て広い範囲にわたるものであり，なお将来は当代を研究していくうえでのき
　　　わめて重要な史料となるものであって，歴史学にも大きく関係がある。
　　・一一．本資料はたんに研究用資料としてのみでなく，学生の教育用資料としても重
　　　要であり，卒業論文作成の材料として重要なものと思われる。教育学部社会科
　　　コースでは毎年すぐれた総合調査を実施しているようにみうけられるが，こ
　　　れにはセンサスが利用されているものと思われる。大学院修士課程学生の修
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　　　　　了論文などでは一層重要なものとなるように思われる。
　1973年12日4日に1973（昭和48）年度第4回運営委員会が開催された。そ
こで，センサスの受入れについて再検討することとなった。この第4回運営
委員会の議事録によると，協議事項の一つに農業センサスがあって，それは
つぎのように記されている。
　　協議事項4）農業センサスについて
　　　　農業センサスについては利用範囲も広くまた利用価値もあるのでぜひ受入れてほ
　　　しいという意見があった。
　　　　また，関係老醜ではまだ整理方法および費用の負担については話合いができてい
　　　ないということであったので，次回に利用および取扱いをも含めて検討しようとい
　　　うことになった。
　また，6）その他の②として「議事要旨の確認について」があり，つぎの
ように記されている。
　　　議事に先立ち昭和48年度第3回の運営委員会の記事要旨の確認が行われ，……2）農
　　業センサスについてを次のように訂正することになった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　　　農学部委員から「昭和42年度第2回の運営委員会において農業センサスはあまり受け
　　入れの必要はない。」と回答していたが，関係者からの要望もあり70年度調査について
　　も引続き受入れて欲しい旨発言があった。
　　　農業センサスの受入れの可否および受入れる場合の保管整理等について種々意見が
　　あり，今後関係部局でこれらの点を検討した結果をもちよってあらためて討議しよう
　　ということになった。
　年が替り，1974年2月8日に「農業センサス」の受入・整理・運用につい
ての小委員会が開催された。そして，そこでの話し合いの結果が運営委員会
に反映されていく。
　1974年2月！9日に1973年度第5回運営委員会が開催され，農林業センサス
についても協議があった。議事要旨は，つぎのようになっている。
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　　　11）農業センサスについて
　　協議に先立ち農業センサスの受け入れ・利用方法について，さる2月8日（金）関係
　　教官の間で話合いがもたれたので，その結果について次のとおり報告があった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　　　1，1970年以降の農業センサスについても受入れる。
　　　　なお，農学部保管の1950年の農業センサス調査票は中央館へ移管する。
　　　2．利用にあたっては統計法第15条に定める統計上の目的以外に使用する際には行
　　　政管理庁長官の承認を得た後でなければ利用させない。
　　　3．統計法第14条に定める個人の秘密の保護については，厳正に取扱い，教官が研究
　　　成果を発表する場合であっても調査対象者の人名は発表しない。
　　　4．利用等の手続に関する事項については関係者間で利用内規の原案を作成し，運営
　　　委員会に諮る。
　　　5．調査票等はとじて仮表紙を付け保管する。整理費については今後検討する。
　以上の関係教官の協議結果をもとに審議され次のとおりとなった。
　　①農業センサスの受け入れについては要望どおり1970年以降のものについても受入
　　　れる。
　　②利用面での規制については利用内規の提案をまって決める。
　　③整理費の経費負担については種々意見があり学内共通経費から支出してはとの意
　　　見が多かったが，経費については事務局と交渉する。
　このように1970年以降も受け入れることを決定するに至った。
　そこでは残された利用規程の問題については，「農業センサス」の整理・　”
運用についての小委員会が1974（昭和49）年4月12日に開催され，利用内規
案を作成し，これを運営委員会に提出した。
　1974（昭和49）年度第1回運営委員会（1974年4月16日に開催）におい
て，「協議事項（2）農業センサス利用内規について」において利用内規案につ
いての検討が行なわれ，「資料5による小委員会の結果が報告され，原案の
字句を一部修正し承認された。また農学部保管の1950年分については，入手
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経過，保管責任等，受け入れ手続をはっきりした時点で移管することとし，
内規もその際に所要の修正を行なうこととなった。」（議事要旨）というよう
に，利用内規が制定された。
　　　　岡山大学附属図書館保管農業センサス調査票等の利用内規
　　（趣旨）
　　第1条　岡山大学附属図書館の保管する世界農業センサス調査票等（以下「農業センサ
　　　ス調査票等」という。）の利用については，この内規の定めるところによる。
　　（農業センサス調査票等の範囲）
　　第2条農業センサス調査票等とは，農業センサス調査票と農業センサス諸表その他
　　　をいう。
　　2　農業センサス調査票の範囲は，次の各号に掲げるものとする。
　　　一　1960年世界農林業センサスの農家調査票，農家以外の農業事業体調査票，林業調
　　　　査票，世帯用照査表及び林家以外の林業事業体照査表
　　　二　1965年中間農業センサスの農家調査票，農業集落概況調査票及び農家調査照査
　　　　表
　　3　農業センサス諸表その他の範囲は，次の各号に掲げるものとする。
　　　一　1960年世界農林業センサスの各結果表，一覧表，集計表，報告書，対照表及び地
　　　　　図。
　　　二　1965年中間農業センサスの各結果表，一覧表，名簿及び地図。
　　第3条　農業センサス調査票等を利用しようとする者は，別紙様式による利用願を館
　　　長に提出し，承認を受けなければならない。ただし，農業センサス調査票を統計上の
　　　目的以外に利用しようとする場合は，統計法（昭和22年法律第18号）第15条第2項に
　　　より農林大臣を経由して，行政管理庁長官の承認を受けなければならない。
　　（秘密の保持）
　　第4条　前条の規定により農業センサス調査票の利用の承認を受けた老は，その利用
　　　の結果知り得た人，法人又はその他の団体の秘密に属する事項を他に洩らし又は，承
　　　認を受けた目的以外に利用してはならない。
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　　（複写の禁止）
　第5条　農業センサス調査票の複写は許可しない。
　　（利用場所）
　第6条　農業センサス調査票等は，指定された場所で閲覧しなければならない。
　　附則
　　この内規は，昭和49年4月18日から施行する。
　なお，1975年中間農業センサス資料の受入れについては，1984年12月12日
に開催された1984（昭和59）年度第2回池田家文庫等特殊文庫委員会におい
て，この件について問答があった。議事要旨には「神立委員から，1975年度
の農林業センサス（岡山県分面出及び集落別集計表）の受入れについての図
書館の対応について質問があった。このことにつき，閲覧課長から従来の経
緯について説明があった。種々意見交換の結果，このことについては本委員
会で審議するのは適当でなく，むしろ附属図書館運営委員会もしくはその下
部委員会で審議すべきではないかとの意見が出され，図書館で検討すること
となった」と記されている。そして，1985年7月2日開催の1985（昭和60）
年度第1回池田家文庫等特殊文庫委員会において，前回のこの件についての
事務部による従来の経緯について調査により，つぎのような説明があった。
「昭和48年度末に附属図書館運営委員会の下にr農業センサス』の整理・運
用についての小委員会が設けられ，関係教官の協議に基づき，第5回運営委
員会（49年2月19日）で1970年以降の受入れが決定され，49年度第1回運営
委員会（49年4月16日）で利用内規が承認されており，これらの決定事項は
現在も有効である。ただし．，利用内規は一部年度追加の改訂が必要である」
（議事要旨）。
　このように1975年以降も受け入れることを確認できた。しかし，実際は受
け入れていない。
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　（2）本学への移管・所蔵をめぐって
　1970年に岡山大学に着任した私であるが，1960年センサス，1965年置ンサ
スの移管過程にまったく関わっていない。また，当時の図書館運営委員から
の教授会などでの報告もあった覚えはまったくない。すでにみた経緯のよう
に，図書館を代表する図書館長と岡山県知事，図書館長と農学部長，という
機関・部局を代表するものの間の交渉，図書館サイドの実務的対処でことは
進んだ，と思われる。
　以上が！970年～1972年のことであったが，1970年センサスの受け入れの時
には事態が大きく変っている。最も関係の深い部局である農学部の委員から
の発言にもとづき，運営委員会は受け入れないことを決定している。1960年
と65年を受け入れてみたものの，現実にはあまり使用しないという利用者側
の事情からの不要という発言になったのであろう。一一一度決定したことを覆す
のは難しいという図書館運営委員に，図書館運営委員会で敢えて再検討をお
願いした。他方で関係教官に働きかけた。農学部の目瀬守男氏には，農学部
委員に，先般の不要という発言についの撤回をお願いしてもらうことをお願
いした。また，法文学部の経済学科や史学科，教育学部の社会研究室，教養
部の社会系列の関係教官にセンサス資料の引き続いての受入れの要望を各学
部の選出委員に働きかけることをお願いした。経済学部の久留島陽三，定本
正芳両氏とともに委員会への要望書を提出した。このような働きかけの結
果，委員会は再検討することを決定し，最終的には引き続き受け入れるとい
う結論に達した。
　そして，「農業センサス」の整理・運営についての小委員会が結成され，当
時の法文学部，教育学部両学部選出の図書館運営委員のほかに，久留島陽
三・定本正芳（法文），高直進・米村昭二（教育），目瀬守男（農学部），由比
浜省吾・藤森俊輔（教養）の諸氏によって構成され私も加わった。専門は異
なるが，それぞれの立場から農業センサス資料の引き続く受入れの必要性を
認識し，法学部で委員にそれを要望して働きかけをした人々である。この小
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委員会において整理・運用について検討し，「利用内規案」を作成した。
　「センサス原資料」の引き続く受入れはこれらの学部や専門を越えたこれ
らの人々の協力によって実現したが，ここにはいい資料を受入れておきた
い，という共通の思いがあり，図書館の職員が，このままでは入らなくなり
ますよ，と知らせてくださったこともまた当時の図書館サイドの雰囲気を反
映したものであったように思われる。それは，一つの時代であったというこ
とを今にして思う。
　しかし，この分量の多い資料の受入れは，図書館にとってはかなりの負担
であったようである。折しも，法文学部が改組となり，文・法・経済の三学
部となって学生数，教官数が増加するなどによって，図書館の仕事の分量が
増加するとともに，電算化が進行する時期であった。1984年度の第2回池田
家文庫等特殊文庫委員会において，1980年センサスの受入れについて質問し
たところ，当時の事務部長が，指定統計の原資料の受入れはそれ自体違法で
ある，と回答したのは，後に議事要旨を確認して訂正したように，事実の誤
認であったことによるのであろうが，その背景には図書館サイドの事情が反
映されているものと思われる。
　事実，1970年センサスも受け入れたが，「利用内規」は1960年と65年目つい
ての規定であり，1970年分の追加・規程改正は行なわれないままとなった。
ますます増加する図書館業務，そしてやがて始まった池田家文庫のマイクロ
フィルム化事業の開始によって，センサスを扱う参考調査係員の業務は決定
的に多忙となった。その現実の前には私はぜめて1980年を受け入れて，1960
から1980年までの日本農家・農村が激しく変貌した時期のものを後世に保存
しておきたい，という要望をつよく言いつづけることができなくなってし
まった。教官サイドも，このような基礎資料の収集・保存という悠長なこと
に気を配るにはあまりにも慌しくなり，ともに働きかけることもむつかしい
雰囲：気になってしまった。
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4　農林業センサス原資料の保存の意義
　かつて，私は，本学附属図書館に収集された近世地方史料・池田家文庫な
どの古文書，記録類からなる史料群の意義について論じた際，近代について
の官庁統計書，岡山県についてはr岡山県統計書』r岡山県勧業年報』の史料
的意義にふれた後，「さらに，農林業センサスの！960年度からの農家個票で
あるr農家調査表』や中間集計表であるr集落別集計表』などのセンサス原
資料をも所蔵している。1960年目の高度成長期は農家・農…村の解体が進行し
た時期であるが，ここに解体に瀕した農家・農村は近世の成立期に形成・成
立し，近世の基礎となったものである。この1960・70年代の農家・農村の状
況をつぶさに把握した農林業センサスの原史料は，まさしく，近世初頭に成
立し，その基礎となった農家・農村が解体するこの日本歴史の大転換の過程
を示すという重要史料となるものである。岡山大学が所蔵している近世地方
史料はそれ自体として研究資料としての価値はきわめて大きいが，それを，
そのものとしては異質の資料である県統計書，さらに1960年代からのセンサ
スの原資料とつなげていくとき，これらは現代的諸問題の歴史的過程を検討
する一大資料群となるのである。岡山大学附属図書館は岡山大学が立脚する
岡山県の現代にいたる過程を検討することのできる一大資料群を有するにい
たっているといえるのである」，と記した（r岡山大学所蔵近世庶民史料目録第4
巻』1985年　岡［」」大学附属図書館，の「解題」）。
　せめて1980年までをという希望にもかかわらず1970年センサスを最後に受
入れは事実上なくなった。これらの資料は廃棄されてしまったであろう。ま
ことに残念なことである。しかし，なにはともあれ，！960年，1965年，そし
て1970年について受入れ，所蔵できたことは幸いといわなければならない。
さらには，図書館に移管することになっている1950年分も農学部に所蔵され
ている。これらが保存されていくならば，これは後の時代になると，第二次
大戦後から1960年代の高度経済成長期という日本農業・農村の大変化期を研
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このような貴重な資料を後世に伝えるこ
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